
雪学習 指導案 ［社会科］       

 
雪学習とは、「雪」を楽しんだり（親雪）、「雪」を克服したりする活動を通じて、冬の暮らしに関心を持ち、

除雪に対する意識が浸透することを目指した学習です。 

 

 実施校札幌市立宮の森小学校  実施学級 4 年 1 組 

 実施日 2022 年 9 月から 10 月  指導者 栗原 聡太郎 

 科目/単元名 社会科「大雪からくらしを守る」［8 時間扱い］ 
                                                                                                     

単元のねらい                                                                

  本単元では、札幌市が雪かきボランティアを中学生へ呼びかけていることの意味を捉え、自らも地域の

一員として持続可能な冬のまちづくりに参画していこうとする素地を養っていく。 

 

単元の目標                                                               

雪害から人々を守る活動について、過去に発生した地域の雪害、関係機関の協力などに着目して、聞き取

り調査をしたり、地図や年表などの資料で調べたりして、必要な情報を集め、ノートなどにまとめ、雪害か

ら人々を守る活動を捉え、市民の生活や少子高齢化などの社会問題と市の除排雪の取組や市民を中心とし

た雪害から人々を守る活動を関連付けて考え、表現することを通して、札幌市や地域の人々は、雪害に対し、

様々な協力や取組をして対処してきたことや、今後想定される雪害に対し、様々な備えをしていることを理

解するとともに、主体的に学習問題を追究・解決し、社会の一員として、これからの冬のまちづくりについ

て考えようとする態度を養う。 

 

 

 

  



学習活動計画 8 時間扱い 

 

社会参画のための 

教材化の視点 
少子高齢化・人口減少を迎える現代社

会の中で、雪かきボランティアなどの

社会貢献活動は北国だからこそ成立す

る未来につながる温かい地域社会の営

みである。 

 

 

【学習指導要領と本単元のつながり】 

地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々な協力をして対処してきたことや、今後想定される災害に対し、様々な備えをしている

ことを理解している。  

雪害が及ぼす人々のくらしへの影響に

ついて多面的・多角的な視点で調べ、

市民の生活と関連付けて考えている。 

【地域の人々の生活と関連付け】 

雪害から生活を守るための取組につい

て札幌市、市民それぞれの立場から調

べ、関係付けながら追究をしている。 

【事象や人々の相互関係】 

大雪が引き起こす様々な被害 

交通障害、転倒、家屋倒壊など 

【単元を貫く学習問題】 

雪害から生活を守るために市や市民はどのような取組をしているのだろう？ 
～雪害からくらしを守るヒミツをさぐれ～ 

計画・協力 

計画的な雪対策 

地域の助け合い 

持続可能性 

雪対策が抱える問題 

地域住民の高齢化 

雪害から人々の安全な生活を守

る取組について、持続可能性と

いう視点で調べ、考えている。 

【事象や人々の相互関係】 

雪害から人々の安全な生活を守る取

組について、持続可能性を基にし

て、自分の関わり方を選択・判断し

ている。 

【持続可能性をもとに選択・判断】 

持続可能な相互扶助社会 

 

雪害からくらしを守るための取組について、市や市民は雪害に対し、様々な協力をして対処してき

たことや持続可能な地域づくりのために自分たちにできることを捉えている。  

「雪害から市民のくらしを守るための市や地域人々の取組や協力」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の地域の計画・協力の具体から 

・世界一の除排雪システム 

・お年寄りの生活を支える雪かきボランテ

ィア 

《単元のねらい》 

持続可能性の課題の視点の具体から 

・少子高齢化社会が引き起こす除排雪システ

ムの崩壊 

・雪かきボランティアの高齢化 

雪害から 

冬の安全なくらしを守る 

札幌市 

世界一の除排

雪システム 

市民 

・雪かき 

ボランティア 

・ルールを守る 

自分 

・ボランティア

に参加 

・呼びかけ 

市民の生活に

合わせて、計

画・実行 

地域の一員と

してできるこ

とを 

これからもずっと 

雪害から市民

の生活を守る 

冬でも安心して暮らすことのできるまち札幌 
 

【社会的事象の意味を考える問い】 
（中学生の参加は少ないのに） 

秋元市長は、どうして中学生にも「雪かきボランティア」を呼びかけ続けているのだろう？ 

子どもの実態 
・世界的に見ても積雪の多い

都市で安心して生活できて

いることについて無自覚で

ある。 

・地域への参画の視点を大切

にして学習している。 

子どもの実態 
秋元市長は個人や企業だけ

でなく、学校に向けて雪か

きボランティアを呼びかけ

ている。その背景に若い人

たちに対する地域参画への

期待がある。 



単元構成（８時間扱い） 

 

 ねらい 子どものおもな活動 評価方法と評価の観点 
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3 

4 

大雪が引き起こす被害につ

いて調べることを通して、

自然災害が及ぼす人々のく

らしへの影響について考え

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

不便なく冬の生活を送るこ

とができる理由を考えるこ

とを通して、雪害から自分

たちの生活を守るための取

組について学習問題をつく

り、解決の見通しをもつこ

とができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市の雪害からくらしを

守るために取組について調

べることを通して、災害に

対する計画や備え、関係機

関の連携の大切さを理解す

ることができる。 

◇大雪が引き起こす被害について調べ、自然災害が
及ぼす人々のくらしへの影響について話し合う。 

発言内容やノートの記述内

容から「大雪が及ぼす人々

にくらしへの影響について

考え表現しているか」を評

価する。 

【思・判・表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

発言内容やノートの記述内

容から「雪害から自分たち

の生活を守るための取組に

着目して、問いを見出して

いるか」を評価する。 

【思・判・表】  

 

発言内容やノートの記述内

容から「学習問題に対する

予想や解決の見通しをもて

ているか」を評価する。 

【態】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聞き取り調査での発言内容

やノートの記述内容から

「札幌市・市民それぞれの

立場における雪害からくら

しを守るための取組につい

て必要な情報を集めている

か」を評価する。  

【知・技】 

 

 

雪害とは・・・ 
・雪崩 

・除雪中の事故 

・路面凍結による事故など 

【内閣府より】 

雪道でテントし、救急搬送

された人の推移 

歩行者が転んで救急車に

運ばれる人が毎年いる

 

お年寄りが雪道で転んだ

ら大けがになるね。 

◇不便なく冬の生活を送ることができる理由を考
え、雪害から自分たちの生活を守るための取組
について学習問題をつくる。 

？ 

大雪でもなぜ、普通に生活できるの？ 

除雪車が雪をもっていく

のではないかな？ 

市民も自分たちで雪かき

をしているよ。 

いつ？誰が？どのように？何人で？ 

誰がやっているのか？ 

いつどうやっているのか？ 

何だかはっきりしないな…。 

【単元を貫く学習問題】 

雪害から生活を守るために市や市民はどのよう

な取組をしているのだろう？ 

～雪害からくらしを守るヒミツをさぐれ～ 

◇雪害からくらしを守る札幌市の取組について各
種資料や聞き取り調査などで調べる。 

札幌市はどのような取組をしているのだろう？ 

【 除 雪 】 
・5400㎞／１日 

・１億5000万円／1日 

【 排 雪 】 
・２８人以上で2㎞ 

・除雪の約80倍の費用 

雪対策の方にインタビュー 

雪 

対策室 

土木 
センター 

除雪 

センター 

予算 

計画 

準備 

実行 

【いつでも】 
・24時間体制 

・点検・パトロール 

【市民が第一】 
・夜中に除雪 

・天気予報の確認 

でも…市民からの苦情No.1 
さらに…オペレーターが減少 

２０２７年で世界一の除雪システム崩壊！？ 

オペ―レーター 

２割減 



 ねらい 子どものおもな活動 評価方法と評価の観点 
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7

本

時 
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雪害からくらしを守るため

市民の取組について調べる

ことを通して、地域の方が

雪かきボランティアをする

意味や願いについて理解す

ることができる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市が中学校に雪かきボ

ランティアを呼びかける理

由を各種資料と関連付けて

考えることを通して、雪害

から人々の安全な生活を守

る持続可能な地域づくりの

必要性に気付き、適切に表

現している。  

 

 

 

 

 

 

雪害からくらしを守るため

に市や市民が雪害に対し、

様々な協力をして対処して

きたことや持続可能な冬の

地域づくりのために自分た

ちにできることについて、

絵や図にまとめることがで

きる。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

聞き取り調査での発言内容

やノートの記述内容から

「地域の方が雪かきボラン

ティアをする意味や願いに

ついて理解することができ

ているか」を評価する。 

【知・技】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発言内容やノートの記述内

容から「雪害から冬の生活

を守り続けていく時に大切

なことについて考え、表現

しているか」を評価する。 

【思・判・表】  

 

 

 

 

 

 

 

 

ノートなどの記述内容から

｢市や市民が雪害に対し､

様々な協力をしてきたこと

や持続可能な地域づくりの

ために自分たちにできるこ

とを理解しているか｣を評

価する。   

【知・技】 

 

ノートなどの記述内容から

｢地域の冬の安全を守るた

めに自分たちにできること

を考えているか｣を評価す

る｡ 

【態】  

◇雪害からくらしを守るため市民の取組について
各種資料や聞き取り調査などで調べる。 

いつまでも安心して生活できるよう、冬の計画を見直す 

雪かきボランティアって 
・お年寄りの家などを 

・朝の時間、玄関の前の雪かきを 

・挨拶をしたり声をかけたりもする 

【本単元を学んだ子どもたちの具体的な姿】 
冬の安全な生活は札幌市に除排雪システムや地域の人々に

よって守られていることを知り、いつまでも冬の安全な生

活を守るために自分たちも雪かきなどできることをしてい

きたいと考える子。 

市民はどのような取組をしているのだろう？ 

雪かきボランティアの方にインタビュー 

雪かきボランティア 

新しいシステム 
・AIの力で 

・除雪の仕方を 

変える 

【中学生】 
・早い、力がある 

・助けるやりがい 

このままお年寄りがふえ続けると… 

市民の力を 
・雪かきボランティア 

・道具の支援を 

・冬道マップ 

・冬道パトロール 

・ルールを守る 

・雪かきボランティア 

・雪かきボランティアの人が足りなくなるよ 

・ボランティアの方もお年寄りに 

札幌市も市民も雪害からくらしを守るために様々な取組をしてい

るけど、お年寄りが増える中、続けていけるのか問題をかかえて

いるんだね。 

◇札幌市が中学校に雪かきボランティアを呼び掛
ける理由を考え、雪害から人々の安全な生活を
守る持続可能な地域づくりの必要性について話
し合う。 

（中学生の参加人数は少ないのに）秋元市長は、どうして中学生に

も「雪かきボランティア」を呼びかけ続けているのだろう？ 

【お年寄り】 
・生活が助かる 

・ふれ合える 人と人のつながり 

雪害から冬の生活を守るために自分たちができることをしたり

活動を広めたりすることが必要だね。 

冬の安全な生活を絵や図にまとめよう。 

◇雪害からくらしを守るための取組をふり返り、冬
の安全な生活について絵図にまとめる。 

市の人たちが２４時

間体制で除排雪して

くれていたね 

自分たちも地域の雪か

きを手伝うことが大事

だね 



●本時の目標 

 札幌市が中学生に雪かきボランティアを呼びかけ続ける意図を少子高齢化の問題や人のつながりが生み出す

防災面のよさなどと関連付けて考えることを通して、雪害から人々の安全な生活を守るための持続可能な地域づ

くりの必要性に気付き、適切に表現している。（思考・判断・表現） 

●本時の展開（7/8） 

 主な学習活動 教師の具体的な手立て 

問

い

を

生

む

場 

 ・少ない割合にも関わら

ず、札幌市が中学生に

「雪かきボランティ

ア」を呼びかけ続ける

理由について子どもが

問題意識をもつことが

できるよう、「雪かき

ボランティア」に協力

する中学生の割合を提

示する。 

 

考

え

を

つ

な

ぐ

場 

   ・中学生が雪かきをする

物理的なよさから中学

生が雪かきをすること

の社会的価値に迫るこ

とができるよう、中学

生とお年寄りとの相互

関係に着目したり、地

域の高齢化などを根拠

にし、時間の経過に着

目して考えたりしてい

る意見を取り上げ、冬

の地域の安全なまちづ

くりにおける持続可能

性について対話できる

ようにする。 

 

吟
味
・
検
証
・
再
考
す
る
場 

 ・冬の安全なまちづくり

に参画しようとする思

いをもつことができる

よう、小学生も参加可

能な「雪かきチョボ

ラ」のよさに目を向け

させたり、雪かきチョ

ボラへの参加人数を提

示したりする。 

 

・評価 

子どもに「雪害から冬

の生活を守り続けてい

く時に大切なことは何

か」を問い、社会に見

られる課題への関わり

方についてノートに記

述させ、その内容を見

取る。 

 

本時の目標と学習活動 

（中学生の参加人数は少ないのに）秋元市長は、どうして中学生に
も「雪かきボランティア」を呼びかけ続けているのだろう？ 

大募集！！ 
「雪かきボランティア」 
・ボランティア（個人） 

・企業 

・学校  …etc 

HP、回覧板、 

市役所でも募集 

？ 

中学生で参加してい

る人は少ないのに… 

１７年間ずっと呼び

かけ続けている 

【中学生】 
・中学生は力がある 

・早く雪かきできる 

・朝、学校に行く時に 

・人を助けるやりがい 

・お年寄りと仲良しに 

【お年寄り】 
・雪かき大変 

・ありがたい 

・梅雨学生に助けて

もらってうれしい 

・中学生とふれ合う 

お年寄りの力に 

お年寄りの力に 

人と人がつながると… 

【もしもの時も】 
・災害が起きた時に助け合え

る関係に 

・地域の力になって欲しい 

【これからの冬でも】 
・大人なってもボランティアを続

けて欲しい 

・安心な冬の生活をつくる 

地域の力に 

中学生が雪かきボランティアに参加することで、お年寄りの冬の生
活が助かるね。そして、中学生がお年寄りとつながるようになると
災害に対して地域がいつまでも安心できる場所になるね。 

雪かき 

チョボラ 
小学４年生から 

参加できます。 

R1 参加人数 

２/３４８人 
えっ！小学生も参加できる 

とても取組なのに… 

・自分の家を雪かきしたい 

自分たちが 

もっと 

・隣のお年寄りの家なら

雪かきできるよ 

・もっと他の学年にも

広めたい 

・家がマンションだから

消火栓を雪かきするよ 

・まず、隣のクラスの友

達に呼びかける 

・全校のみんなにポス

ターで呼びかけよう 

雪害から冬の生活を守るために自分たちができることをしたり、活
動を広めたりしていく必要があるね。 



 

◯活用した資料 

 

●本時の様子 

   

 

［本時の板書］ 

 
 

雪学習 2022 

 

本時で活用する資料と本時の様子 

   

雪かきボランティア＜動画＞
https://youtu.be/dzESPwyfkfk  札幌市の除雪従事者の将来推計グラフ 

札幌市の高齢者の占める割合の将来の

見通し 

 
 

 

さっぽろ雪の絵本＜pdf＞ 
雪対策ライブラリー：パンフレット・冊子／札幌市 

(city.sapporo.jp) 

雪かきボランティアに参加した 

中学生の割合グラフ 
 

https://youtu.be/dzESPwyfkfk
https://www.city.sapporo.jp/kensetsu/yuki/library/book.html
https://www.city.sapporo.jp/kensetsu/yuki/library/book.html

